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長
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貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
井
上
和
雄
君
提
出
交
通
死
亡
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
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十
五
年
九
月
五
日
受
領
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弁
第
一
二
三
号



衆
議
院
議
員
井
上
和
雄
君
提
出
交
通
死
亡
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
交
通
事
故
（
以
下
「
本
件
事
故
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
九
年
十
月
九
日
午
前
七
時
五
分
こ
ろ
、
東
京
都
台
東

区
雷
門
二
丁
目
三
番
先
の
信
号
機
に
よ
り
交
通
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
交
差
点
の
北
側
出
口
に
設
置
さ
れ
た
自
転
車
横
断
帯

付
近
に
お
い
て
、
同
交
差
点
を
南
方
か
ら
北
方
に
直
進
し
て
き
た
普
通
乗
用
自
動
車
と
同
自
転
車
横
断
帯
を
東
方
か
ら
西
方

が
い

に
横
断
し
て
き
た
自
転
車
が
衝
突
し
、
同
自
転
車
を
運
転
し
て
い
た
少
年
が
、
路
上
に
転
倒
し
て
頭
蓋
内
損
傷
の
傷
害
を
負

い
、
同
日
午
前
七
時
三
十
四
分
こ
ろ
、
同
傷
害
に
よ
り
死
亡
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
故
に
つ
い
て
、
東
京
地
方

検
察
庁
は
、
平
成
十
年
三
月
六
日
、
右
普
通
乗
用
自
動
車
の
運
転
手
に
対
す
る
業
務
上
過
失
致
死
被
疑
事
件
の
送
致
を
受
け
、

そ
の
後
所
要
の
捜
査
を
尽
く
し
た
結
果
、
同
年
七
月
二
十
三
日
、
嫌
疑
不
十
分
、
す
な
わ
ち
、
起
訴
す
る
に
足
り
る
犯
罪
の

嫌
疑
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
不
起
訴
処
分
を
行
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
事
項
は
、
い
ず
れ
も
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
十
七
条
の
「
訴
訟
に
関
す
る

書
類
」
に
該
当
す
る
不
起
訴
記
録
の
内
容
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
担
当
検
察
官
に
お
い
て
右
少
年
の
遺
族
に
不
起
訴
理
由
の

概
要
を
既
に
説
明
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
お
答
え
で
き
る
範
囲
で
申
し
上
げ
る
と
、
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
捜
査
の

一



結
果
、
本
件
事
故
の
際
の
右
普
通
乗
用
自
動
車
の
対
面
信
号
表
示
に
つ
い
て
は
、
青
色
で
あ
っ
た
と
認
め
、
ま
た
、
同
車
の

速
度
に
つ
い
て
は
、
指
定
最
高
速
度
で
あ
る
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
過
し
、
約
七
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
で
あ
っ
た

と
認
め
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
事
実
関
係
を
前
提
と
し
た
上
で
、
御
指
摘
の
安
全
確
認
義
務
懈
怠
や
前
方

不
注
意
の
点
を
含
め
、
右
普
通
乗
用
自
動
車
の
運
転
者
に
右
少
年
の
死
亡
に
つ
い
て
刑
法
上
の
責
任
を
問
い
得
る
過
失
が
な

い
か
ど
う
か
慎
重
に
検
討
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
過
失
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
が
な
い
と
判
断
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
交
通
死
亡
事
故
」
と
は
、
自
動
車
等
に
よ
る
死
亡
事
故
で
危
険
運
転
致
死
罪
又
は
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
よ

り
検
察
当
局
に
お
い
て
処
分
を
行
っ
た
も
の
、
「
起
訴
猶
予
に
な
る
率
」
及
び
「
起
訴
猶
予
率
」
と
は
、
起
訴
人
員
と
起
訴

猶
予
人
員
の
合
計
に
対
す
る
起
訴
猶
予
人
員
の
割
合
（
以
下
「
起
訴
猶
予
率
」
と
い
う
。
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

平
成
四
年
か
ら
平
成
十
四
年
ま
で
の
各
年
に
お
け
る
危
険
運
転
致
死
罪
及
び
自
動
車
等
に
よ
る
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
係
る

事
件
の
起
訴
猶
予
率
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

二



平
成
十
五
年
の
統
計
は
未
集
計
で
あ
る
の
で
、
答
弁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

四
に
つ
い
て

検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
交
通
死
亡
事
故
」
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
も
、
法
と
証
拠
に
基
づ
き
、
情
状
を
総

合
的
に
考
慮
し
て
、
適
宜
適
正
に
処
分
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
両
罪
の
起
訴
猶
予

の
状
況
は
、
そ
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三



四


